
　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
受
け
、
自
由
、

民
主
主
義
、
法
の
支
配
、
人
権
と
い
っ
た
共
通
の
価

値
を
共
有
す
る
国
と
の
結
束
が
高
ま
る
中
、
６
月

（
26
～
28
日
、
ド
イ
ツ
・
エ
ル
マ
ウ
）の
Ｇ
７
サ
ミ
ッ

ト
に
先
立
ち
、
６
月
20
日
、
ド
イ
ツ
産
業
連
盟
が
ベ

ル
リ
ン
で
Ｇ
７
ビ
ジ
ネ
ス
・
サ
ミ
ッ
ト（
以
下
、
Ｂ
７

サ
ミ
ッ
ト
）を
主
催
し
た
。
２
０
２
２
年
の
Ｂ
７
サ
ミ

ッ
ト
に
は
、
経
団
連
を
は
じ
め
Ｇ
７
各
国
・
地
域
経

済
団
体
に
加
え
、
ド
イ
ツ
政
府
や
ド
イ
ツ
企
業
も
参

加
し
、「
地
政
学
的
情
勢
」「
気
候
変
動
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
」「
保
健
政
策
」の
３
分
野
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
共
同
提
言
を
取
り
ま
と
め
、

ド
イ
ツ
の
オ
ラ
フ
・
シ
ョ
ル
ツ
首
相
に
手
交
し
た
。

以
下
、
Ｂ
７
サ
ミ
ッ
ト
の
模
様
を
紹
介
す
る
。

サ
ミ
ッ
ト
で
の
主
な
議
論

１
．
地
政
学
的
情
勢

　

不
透
明
な
現
下
の
国
際
情
勢
に
お
い
て
、
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
は
、
欧
州
の
み
な
ら
ず
国

際
秩
序
全
体
に
と
っ
て
、
歴
史
的
な
転
換
点
と
な
り

得
る
と
の
認
識
で
一
致
し
た
。
Ｇ
７
の
連
携
を
一
層

強
固
に
し
、
民
主
主
義
的
価
値
の
意
義
を
改
め
て
示

す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
経
団
連
は
、
東
ア
ジ
ア
に

お
け
る
軍
事
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
に
言
及
し
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
紛
争
と
同
様
の
こ
と
が
他
の
地
域
で
起
こ
り
得

る
可
能
性
に
備
え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
指
摘
し
た
。

ま
た
、
世
界
に
お
い
て
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
食
料
の
安
定
供
給
を
含
め
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
の
強
靭
化
を
図
る
べ
く
、
有
志
国
に
加
え
て
新

興
国
・
途
上
国
と
も
連
携
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

２
．
気
候
変
動
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ロ
シ
ア
依
存
か
ら
の
脱
却
を
図
り

つ
つ
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
と
両
立
さ
せ

る
た
め
、
経
済
界
と
し
て
取
り
組
み
を
強
化
す
る
こ

と
で
合
意
し
た
。
Ｇ
７
議
長
国
ド
イ
ツ
が
今
年
中
の

立
ち
上
げ
を
標
榜
す
る
「
気
候
ク
ラ
ブ
」
に
つ
い
て

は
、
ド
イ
ツ
経
済
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
気
候
変
動
対
策
局

長
か
ら
、
各
国
の
炭
素
集
約
度
等
を
比
較
可
能
に
す

る
た
め
の
標
準
化
お
よ
び
公
平
な
競
争
条
件
の
確
保
、

途
上
国
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
産
業
の
脱
炭
素

化
、
の
３
要
素
に
取
り
組
む
方
針
で
あ
る
と
発
言
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
移
行

を
進
め
、
特
に
水
素
利
用
の
開
発
に
つ
い
て
、
多
様

な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
と
も
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

３
．
保
健
政
策

　

ワ
ク
チ
ン
へ
の
公
平
な
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る
重

要
性
と
と
も
に
、
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
の
迅
速
な
開

発
の
た
め
に
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
基
盤
と
な
る

知
的
財
産
保
護
が
不
可
欠
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ

た
。
ま
た
、
次
な
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
備
え
る
べ
く
、

今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
危
機
の
教
訓
を
も
と

に
、
国
境
を
越
え
て
デ
ー
タ
を
共
有
す
る
仕
組
み
を

構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

シ
ョ
ル
ツ
首
相
に
Ｂ
７
共
同
提
言
を
手
交

　

サ
ミ
ッ
ト
後
に
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
首
相
府
を
訪
問

し
、
シ
ョ
ル
ツ
首
相
に
共
同
提
言
を
手
交
し
た
。
共

同
提
言
で
は
、
サ
ミ
ッ
ト
で
議
論
さ
れ
た
事
項
に
加

え
、
ル
ー
ル
に
基
づ
く
国
際
秩
序
の
再
構
築
の
た
め

に
は
国
際
協
調
が
肝
要
で
あ
る
こ
と
、
危
機
下
に
お

い
て
経
済
成
長
と
雇
用
を
維
持
す
る
た
め
、
官
民
一

体
と
な
っ
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
す
べ
く
、
ダ
イ

Ｂ
７
ベ
ル
リ
ン
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
２
に
参
加

─
志
を
同
じ
く
す
る
国
と
の
結
束
を
再
確
認
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拡
大
に
加
え
、
食
料
安
全
保
障
や
気
候
変
動
を
は
じ

め
、
目
下
の
地
球
規
模
課
題
の
解
決
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
で
合
意
さ
れ
た
。
ま
た
、
自
由
で
開

か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
を
維
持
す
る
こ
と
の
重
要
性

が
改
め
て
表
明
さ
れ
る
と
と
も
に
、
同
地
域
に
お
け

る
力
に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
の
試
み
に
強
く
反

対
す
る
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
た
こ
と
、
Ｂ
７
が

提
言
し
た
グ
リ
ー
ン
経
済
へ
の
移
行
期
に
お
け
る
原

子
力
お
よ
び
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
重
要
性
に
つ
い
て
再
確
認
さ

れ
た
こ
と
は
、
我
が
国
に
と
っ
て
意
義
が
大
き
い
。

「
気
候
ク
ラ
ブ
」
に
つ
い
て
は
、
新
興
国
・
途
上
国
も

参
加
す
る
包
摂
的
枠
組
み
と
し
て
、
各
国
の
事
情
に

応
じ
た
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

来
年
の
Ｂ
７
東
京
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
て

　

２
０
２
２
年
の
Ｂ
７
サ
ミ
ッ
ト
の
大
き
な
意
義
の

１
つ
は
、
自
由
、
民
主
主
義
、
法
の
支
配
、
人
権
と

い
っ
た
価
値
観
を
共
有
す
る
各
国
の
経
済
団
体
間
で
、

共
通
の
課
題
に
つ
い
て
議
論
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。

２
０
２
３
年
は
、
日
本
が
議
長
国
を
引
き
継
ぎ
、
５

月
に
広
島
で
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
る
。
こ
れ

に
先
立
っ
て
、
経
団
連
は
、
Ｂ
７
サ
ミ
ッ
ト
を
主
催

す
る
予
定
で
あ
る
。
ル
ー
ル
に
基
づ
く
自
由
で
開
か

れ
た
国
際
経
済
秩
序
の
再
構
築
に
貢
献
す
べ
く
、
引

き
続
き
各
国
経
済
団
体
や
政
府
と
親
密
な
連
携
を
図

っ
て
い
く
。

�

【
国
際
経
済
本
部
】

ナ
ミ
ッ
ク
な
経
済
政
策
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
脱
炭
素
化
は
、
経
済
の
持

続
的
な
成
長
の
原
動
力
で
あ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
水
素
、
原
子
力
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ（
二
酸
化
炭
素
回

収
・
貯
留
）な
ど
へ
の
投
資
拡
大
が
一
層
求
め
ら
れ

る
と
同
時
に
、
経
済
活
動
を
持
続
さ
せ
る
た
め
、
移

行
期
に
お
い
て
Ｌ
Ｎ
Ｇ
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

ま
た
、「
気
候
ク
ラ
ブ
」に
関
す
る
共
通
理
解
の
形
成

に
向
け
Ｂ
７
と
し
て
貢
献
す
る
と
提
言
し
た
。

　

シ
ョ
ル
ツ
首
相
は
、
価
値
観
を
共
有
す
る
Ｇ
７
の

結
束
は
も
と
よ
り
、
新
興
国
・
途
上
国
に
連
携
の
輪

を
広
げ
て
い
く
必
要
性
に
つ
い
て
触
れ
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
支
援
拡
大
の
必
要
性
、
欧
州
に
お
け
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
ロ
シ
ア
依
存
か
ら
の
脱
却
の
取
り
組
み
、

「
気
候
ク
ラ
ブ
」の
立
ち
上
げ
を
含
む
気
候
変
動
対
策

な
ど
に
つ
い
て
発
言
し
た
。

Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト

　

Ｂ
７
サ
ミ
ッ
ト
の
翌
週
に
ド
イ
ツ
・
エ
ル
マ
ウ
で

開
催
さ
れ
た
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
普
遍
的
価
値
観

を
共
有
す
る
Ｇ
７
の
結
束
が
改
め
て
示
さ
れ
た
。
ロ

シ
ア
へ
の
制
裁
強
化
お
よ
び
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
支
援

ショルツ首相（前列左から３人目）に共同提言を手交
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